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森林環境税の課税期間の延長の検討

－座談会等の開催について－

１ 目的

・現在の森林環境税の課税期間が令和４年度に終了することから、その延長の検討に当たり、

森林環境税に対する県民の意見を聴き、延長する場合には、第５期の森林環境税のあり方に

反映する（県民の意見を収集し、基金運営委員会に意見を伝え、事業課が事業を再構築する）。

・森林環境税の趣旨である「山を守り、森を育てる」「山や森に親しむ」といった県民の意識を

一層高める。

・これらの事業を実施するため業務委託を行う。

２ 委託業務

公募型プロポーザル方式で委託業者を選定。５月中旬に選定のための審査会を実施予定。

予算額 8,680 千円

■委託内容

・座談会（中部、東部、西部、嶺北地域で７～９月開催）

・シンポジウム（高知市で 11月頃に開催）

・企業アンケート（森林環境税の課税対象法人のうち 2,000 社を対象）

３ 実施内容

■座談会

・課税期間の延長の検討のため、県民の考え方や意見を収集する

・土日の午後か平日の夜に実施を予定

・２部構成で実施

１）森林環境税を活用した取組の紹介

２）県民代表（６名程度）による地域の森林、木材産業、活性化策に対する意見発表

参加者との意見交換会（テーマごとに３グループ程度で実施）

※県民代表は、林業事務所、地域支援企画員等と協議の上で選定を予定。

・ＷＥＢ配信等の実施、コメント機能等により、会場に行かなくても一定参加ができる環境

整備を検討

■シンポジウム

・座談会で発表された意見を紹介し、高知県の森林の将来や、今後の税のあり方や使途につ

いて参加者に検討をしてもらう機会として実施。また、シンポジウム開催により、マスコ

ミによる情報発信を狙う。

・２部構成で実施

１）基調講演

２）パネルディスカッション

・ＷＥＢ配信等の実施、コメント機能等により、会場に行かなくても一定参加ができる環境

整備を検討

■企業アンケート

・森林環境税の課税対象となる法人のうち 2,000 社を対象にアンケートを実施
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